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じ
ん
速
で
柔
軟
な
支
援
制
度
の
運
用
を

　

九
月
二
十
四
日
の
代
表
質
問
に
立
っ
た
、
さ
こ
祐
仁

議
員
は
、
被
災
者
に
対
す
る
生
活
・
住
宅
支
援
に
つ
い

て
質
問
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
見
直
し
や
適

用
自
治
体
の
拡
大
を
国
に
求
め
、
被
災
者
相
談
な
ど
に

迅
速
で
柔
軟
な
対
応
・
運
用
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
、
商
業
被
害
に
対
す
る
独
自
支

援
に
つ
い
て
、
九
条
ね
ぎ
や
み
ず
菜
、
宇
治
茶
の
ブ
ラ

ン
ド
指
定
以
外
の
農
産
物
や
、
商
工
業
関
連
業
者
の
被

害
に
も
府
独
自
の
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。

総
合
的
な
治
山
治
水
と
抜
本
的
な
対
策
を

予
算
の
大
幅
削
減
を
見
直
せ

　

ま
た
、
二
次
災
害
防
止
と
抜
本
的
な
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
さ
こ
議
員
は
、
工
事
完
了
予
定
が
十
二
年
後
に

な
っ
て
い
る
弥
陀
次
郎
川
の
改
修
の
遅
れ
を
取
り
上

げ
、
府
の
河
川
改
修
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
平
成

二
十
三
年
度
の
河
川
改
良
費
や
砂
防
費
は
十
一
年
度
の

三
七
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
と
指
摘
。
河
川
整
備
率

も
全
国
四
二
位
と
最
低
ク
ラ
ス
と
の
べ
、
知
事
の
認
識

を
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
前
年
度
比
一
〇
五
・
三
％
の
事
業
量
を
確

保
し
て
い
る
」
な
ど
、
言
い
訳
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

さ
こ
議
員
は
、身
近
な
府
管
理
河
川
の
点
検
を
強
め
、

　

京
都
府
南
部
豪
雨
被
害
対
策
関
連
の
補
正
予
算
案
に

関
連
す
る
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
の
府
南
部
豪
雨
に
関
す
る
二
十
四
億
円

余
の
補
正
予
算
は
、
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
、
天
井
川

安
全
確
保
対
策
費
、
地
域
再
建
被
災
者
住
宅
等
支
援

費
、
農
林
災
害
復
旧
費
、
農
産
物
被
害
へ
の
支
援
対
策

費
な
ど
、
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
と
り
わ
け
国
の
制
度

が
災
害
救
助
法
適
用
の
宇
治
市
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る

8月13日から14日未明にかけて発生した京都府南部豪雨災害は、宇治市を中心に府南部に甚大
な被害をもたらしました。府議団は発生当時から何度も被害実態調査を行ない、被災住民の方か
らの聞き取り、復旧への支援ボランティアの組織などに取り組みました。それをもとに京都府に
2度、災害対策の要請をおこない、議会でも復旧支援の具体的施策を求めました。府は約24億円
の豪雨対策関連の補正予算案を提案。

京都府南部豪雨被害

中
で
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
へ
府
独
自
の
補
助
制
度
を

行
な
う
も
の
で
あ
り
賛
成
し
ま
し
た
。第
五
号
議
案
は
、

生
活
衛
生
関
係
の
営
業
許
可
等
の
再
取
得
及
び
証
明
書

等
の
再
交
付
の
手
数
料
等
を
減
免
す
る
も
の
で
あ
り
賛

成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
予
算
等
の
執
行
に
当
た
っ
て
、
被
災
地
、

被
災
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
求
め
、
次
の
五
点
に
つ
い
て
指
摘
・
要
望
し
ま

し
た
。

①
河
川
・
道
路
の
復
旧
、
安
全
対
策

　

弥
陀
次
郎
川
の
決
壊
の
原
因
究
明
と
抜
本
改
修
、
未

改
修
区
域
の
総
点
検
、
河
川
改
修
計
画
の
前
倒
し
を
行

な
い
、
被
災
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
全
て

の
天
井
川
の
安
全
対
策
と
河
川
改
修
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

河
川
・
砂
防
ダ
ム
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
、
堤
防
・
護

岸
・
橋
の
損
壊
箇
所
の
復
旧
を
急
ぐ
こ
と
。
災
害
現
場

の
実
態
、
地
元
要
望
を
踏
ま
え
、
橋
や
堤
防
の
嵩
上
げ
、

河
道
拡
幅
な
ど
、
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
。

　

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
府
道
の
二
尾
木
幡
線
、
大

津
南
郷
宇
治
線
、
宇
治
木
屋
線
な
ど
生
活
道
路
の
復
旧

を
急
ぐ
こ
と
。

②
山
林
崩
落
・
土
砂
崩
れ
の
対
策

　

山
崩
れ
箇
所
の
点
検
、
亀
裂
の
入
っ
て
い
る
山
腹
の

調
査
と
対
策
、
谷
筋
の
対
策
、
土
砂
・
倒
木
の
撤
去
等
、

緊
急
に
対
策
を
と
り
二
次
災
害
を
防
止
す
る
こ
と
。

③ 

被
災
者
の
生
活
再
建
、
農
業
、
中
小
企
業
・
業
者
等

へ
の
支
援

　

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
十
分
な

予
算
措
置
を
講
じ
、迅
速
で
柔
軟
な
運
用
を
図
る
こ
と
。

小
規
模
災
害
で
あ
っ
て
も
被
災
者
支
援
制
度
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
国
制
度
の
拡
充
を
求
め
、
府
独
自
措
置
の

弾
力
的
運
用
を
図
る
こ
と
。

　

九
条
ね
ぎ
、
み
ず
菜
、
宇
治
茶
に
限
定
さ
れ
て
い
る

農
産
物
へ
の
支
援
策
の
対
象
を
広
げ
、
宇
治
茶
で
は
改

埴
か
ら
収
穫
ま
で
五
年
を
要
す
る
な
ど
、
実
態
に
応
じ

た
柔
軟
な
支
援
を
す
る
こ
と
。

　

中
小
企
業
・
業
者
等
へ
の
支
援
と
し
て
機
械
、
設
備
、

陶
芸
の
窯
等
の
被
害
へ
の
直
接
助
成
、
リ
ー
ス
等
を
含

め
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

④
情
報
伝
達
の
改
善

　

必
要
な
地
域
に
防
災
無
線
を
各
戸
配
布
す
る
等
、
災

害
時
の
情
報
が
住
民
に
確
実
に
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
こ
と
。

⑤
土
木
事
務
所
の
体
制
、
予
算

　

宇
治
に
土
木
事
務
所
を
再
設
置
し
、
事
務
所
配
置
を

見
直
す
こ
と
。
技
術
職
員
の
増
員
等
、
体
制
強
化
を
図
る

こ
と
。
激
減
し
た
中
小
河
川
の
改
修
、
治
山
、
砂
防
等
の

土
木
予
算
に
つ
い
て
特
段
の
財
政
措
置
を
行
な
う
こ
と
。

8月16日、崩落した道路（宇治市志津川）

8月15日、山がくずれた地域を調査（宇治市志津川）

8月16日、山肌がくずれて倒壊した家（宇治市炭山）

9月4日、土砂で埋れた民家（宇治市炭山）

8月16日、八幡市での聞きとり

9月4日、間伐材や倒木が流されて川を埋め尽くしました（宇治市志津川）

補
正
予
算
案
賛
成
討
論

ま
え
く
ぼ 

義
由
紀
議
員

（
宇
治
市
・
久
御
山
町
）

被
災
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
対
応
を

代
表
質
問

さ
こ 

祐
仁
議
員
（
京
都
市
上
京
区
）

河
川
改
修
の
大
幅
削
減
や

土
木
事
務
所
の
廃
止
が

重
大
な
被
害
に

京都府南部豪雨被害

補正予算には、党議員団が求めた国の災害救助法が適用されない地域や、床上浸水なども対象とす
る府独自の補助金制度が盛り込まれるなどの成果がありました。
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9月4日、南部豪雨災害調査（くつわ池）

京都府南部豪雨被害 京都府南部豪雨被害

9月4日、堤防が決壊した弥陀次郎川を調査

改
修
計
画
の
見
直
し
、
河
川
改
修
や
防
災
対
策
予
算
の

抜
本
的
増
額
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

土
木
事
務
所
の
統
廃
合
に
よ
り
、

災
害
対
応
に
重
大
な
影
響

　

さ
ら
に
、
さ
こ
議
員
は
、
今
回
府
の
初
動
の
遅
れ
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
点
を
取
り
上
げ
、
そ
の
要
因
に
宇

治
市
に
あ
っ
た
土
木
事
務
所
が
二
〇
〇
四
年
に
廃
止
さ

れ
、
京
田
辺
市
に
「
山
城
北
土
木
事
務
所
」
と
し
て
再

編
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。そ
の
う
え
、

技
術
職
員
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
と
し
、
住
民
か

ら
は
「
人
災
」
と
批
判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
紹
介
。

今
回
の
初
動
態
勢
の
検
証
、
土
木
事
務
所
の
再
設
置
、

専
門
職
員
の
増
員
を
は
か
り
、
体
制
を
拡
充
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
は
、
京
都
府
南
部
豪
雨
災
害

で
被
害
を
受
け
た
府
民
の
生
活
再
建
と
二
次
災
害
の
防

止
、
危
険
箇
所
の
緊
急
調
査
な
ど
、
知
事
に
迅
速
な
対

応
を
迫
り
ま
し
た
。

　

宇
治
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
を
見
直
し
、
弥
陀
次
郎

川
、
戦
川
、
新
田
川
、
堂
の
川
な
ど
東
宇
治
地
域
の
府

管
理
河
川
の
整
備
区
間
を
延
長
し
、
目
標
年
次
を
短
縮

す
る
こ
と
、
全
国
で
二
番
目
に
多
い
府
内
の
天
井
川
の

安
全
対
策
を
求
め
、
復
旧
の
め
ど
を
示
す
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
森
林
開
発
と
被
害
の
関

係
の
調
査
と
今
後
の
開
発
行
政
の
あ
り
方
の
検
討
、
木

幡
池
の
溢
水
防
止
へ
北
池
の
浚
渫
、
大
島
排
水
機
場
の

排
水
能
力
増
大
へ
国
と
の
調
整
、
く
つ
わ
池
自
然
公
園

の
復
旧
へ
支
援
等
を
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
復
旧
の
め
ど
に
つ
い
て
道
路
や
農
地
は
一

年
、
土
砂
災
害
が
厳
し
い
箇
所
の
本
格
的
対
策
に
は
二

～
三
年
を
要
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
志
津
川

は
二
年
程
度
、
弥
陀
次
郎
川
の
改
修
は
、
今
年
度
は
補

正
予
算
で
約
六
十
五
ｍ
追
加
し
て
、
約
百
ｍ
の
区
間
の

切
下
げ
工
事
を
進
め
、
残
り
四
百
六
十
五
ｍ
に
つ
い
て

も
早
期
完
成
を
目
指
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。
府
内
の
天

井
川
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
補
強
工
事
を
集
中
的
に

実
施
し
、
水
位
計
の
設
置
と
監
視
体
制
強
化
を
図
る
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

建
設
交
通
部
長
は
、
開
発
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
等
に
よ

る
被
害
に
つ
い
て
、
現
地
被
害
調
査
の
結
果
、
早
期
に

砂
防
ダ
ム
設
置
や
保
安
林
指
定
に
基
づ
く
大
量
の
土
石

や
流
木
を
補
捉
す
る
く
し
型
状
の
治
山
ダ
ム
の
設
置
な

ど
効
果
的
な
措
置
を
講
じ
、
教
訓
を
今
後
の
開
発
に
活

か
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
く
つ
わ
池
の
堤
は
、

国
の
施
設
災
害
復
旧
事
業
を
活
用
し
早
期
に
林
道
機
能

を
復
旧
し
、
池
の
機
能
回
復
に
つ
い
て
も
宇
治
田
原
町

と
共
同
し
て
協
議
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

党
府
会
議
員
団
は
、
災
害
発
生
の
十
四
日
早
朝
か
ら

か
ら
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
宇
治
市
に
調
査
に
入
っ

た
の
を
皮
切
り
に
、七
回
に
わ
た
っ
て
京
都
市
伏
見
区
、

八
幡
市
、
城
陽
市
、
宇
治
田
原
町
、
精
華
町
、
大
山
崎

町
の
四
市
三
町
の
被
災
地
域
に
入
り
ま
し
た
。
地
元
市

町
議
員
団
と
協
力
し
な
が
ら
被
害
調
査
を
行
な
い
、
被

災
住
民
か
ら
要
望
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た

要
望
は
、二
度
に
わ
た
り
知
事
に
申
入
れ
ま
し
た
。（「
申

し
入
れ
」
は
四
ペ
ー
ジ
）

　

十
五
日
は
、
特
に
被
害
が
集
中
し
て
い
る
宇
治
市

五
个
庄
、
志
津
川
、
三
室
戸
の
三
地
域
に
入
り
、
被

災
状
況
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
聞
き
し
ま
し
た
。

五
个
庄
地
区
で
は
、
弥
陀
次
郎
川
の
決
壊
に
よ
り
多
く

の
家
が
床
上
ま
で
浸
水
。泥
の
か
き
出
な
ど
に
追
わ
れ
、

「
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
何
と
か
支
援
し

て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
志

津
川
地
区
で
は
、
家
屋
が
流
出
し
２
人
が
行
方
不
明
。

橋
が
流
さ
れ
、
障
害
者
施
設
の
裏
山
が
崩
れ
る
な
ど
危

険
な
状
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
も
な
調
査
地
域
は
次
の
通
り
。

　

八
月
十
六
日
＝
八
幡
市
、
精
華
町
、
同
十
七
日
＝
京

都
市
伏
見
区
向
島
二
の
丸
町
、
淀
、
同
二
十
日
＝
宇
治

田
原
町
「
末
山
・
く
つ
わ
池
自
然
公
園
」
決
壊
箇
所
、

九
月
四
日
＝
城
陽
市
寺
田
地
区
、
宇
治
市
志
津
川
、
炭

山
、
五
个
庄
地
区
、
同
十
日
＝
京
都
市
伏
見
区
淀
の
商

店
街
、
同
二
十
二
日
＝
大
山
崎
町
鏡
田
町
。
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16年
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18年
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河川改良費・砂防費予算の変化
京都府「予算に関する説明書」より

233億5,216万円

81億996万円

36億7,649万円

86億7,263万円

（単位：百万円）

　被災地調査と被災者の聞き取り
にもとづき、日本共産党府議団は
2回にわたって知事に支援・復旧
の緊急申し入れを行ないました。
　第一次の申し入れ（8月17日）
では、府管理河川・砂防等の緊急対策と恒久対策、生活道路やラ
イフラインの復旧、被災者の生活環境の回復や生活支援金の給付、
相談窓口の設置、府営住宅の解放、農林・商工業者への訪問調査
による支援など9項目を要望しました。
　第二次（9月7日）では、復旧への補正予算を十分に確保する
よう求めるとともに、生活再建への支援について、市町村と連携
し、災害救助法対象外の自治体を含めた全ての被災者を対象にす
るよう要望しました。
　さらに道路、河川等の復旧、二次災害防止、農業、中小企業・
業者、医療機関、文化財等への支援、予算確保と土木事務所の体
制強化等を求めました。

　府南部豪雨災害対策の農産物生産確保緊急対策事業
の対象が、九条ねぎ、みず菜、宇治茶という京都ブラ
ンドの３品目だけになっているので、「これでは、農
産物被害の半分は対象にならない。他の品目も対象に
すべき」とただしました。理事者は、市町やＪＡの支
援策に対して、「既存の制度」による対策を活用する
との答弁に止まりました。
　中小商工業者への支援については、本会議の知事答
弁で、「借り換え融資や中小企業ステップアップ事業な
ど当初予算の施策で対応」とあったが、当初予算で対
応できるのかとただしました。理事者は、「融資は預託
金の範囲内で対応できる。ステップアップ事業は、必要
があれば、財政当局に追加要請する」と答弁しました。

府南部豪雨災害対策の
拡充を強く要望

浜田 よしゆき（京都市北区）

　関西広域連合特別委員会で府理事者は、「関西電力
管内における今夏の電力需給実績等の検証について、
『大飯原発なし・今夏需要実績』では、計画停電に至
る状況ではなかった」と認めました。同時に関西広域
連合として「大飯原発の再稼働について新たな安全基
準による再審査を求める」申し入れを行なったと報告
しました。これに対し私は、「大飯原発がなくてもこ
の夏の電気は賄えたということだ。『大飯原発止めよ、
原発ゼロに』との世論が大きく高まる中、住民の多く
は自発的に節電を行なったのであり、原発ゼロの展望
を開くものだ。関西広域連合の申し入れは大飯原発の
稼働を前提にしたものだ。いま求められているのは、
大飯原発の稼働中止をただちに求め、原発ゼロの政治
決断を行なうことだ」と強く迫りました。

「原発ゼロ」の政治決断を

かみね 史朗
（京都市右京区）

一
般
質
問

ま
え
く
ぼ 

義
由
紀
議
員

（
宇
治
市
・
久
御
山
町
）

生
活
再
建
と
二
次
災
害

防
止
へ
、迅
速
に
対
応
を

京
都
府
南
部
豪
雨
災
害

豪
雨
被
害
調
査

す
べ
て
の
被
災
地
で

被
害
調
査
行
な
う

復旧支援策を2度にわたり
申し入れ
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　現地・現場の状況、生の声をしっかり見聞し、
議会を通じどう伝え、要望を実現するのか…！　
改めて考えさせられた代表質問となりました。
　京都府南部豪雨災害問題では、甚大な被害にあ
われた方の生活支援・住宅支援について、同じ災
害による被災でも対象者となる被災者と対象外と
なる被災者が生まれる法の不備を改善することが
求められています。
　そして原発からの撤退についてです。この夏、
南相馬市小高区を訪問し、現地の方の「観光でも
いいから一度、福島の現実を見てほしい」との言
葉は衝撃でした。「即時原発ゼロ」を決断しなけ
れば、大飯原発の稼働停止も再生可能エネルギー
への転換も本気になれないと強く、知事に質しま
した。� ［さこ 祐仁］

京
都
経
済
を
悪
化
さ
せ
る

消
費
税
増
税
に
反
対
せ
よ

　

さ
こ
議
員
は
、
民
主
、
自
民
、
公
明
三
党
が
談
合
に

よ
り
強
行
成
立
さ
せ
た
消
費
税
増
税
法
に
対
し
、
京
都

商
店
連
盟
の
宇
津
克
美
会
長
や
京
都
府
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
渡
辺
隆
夫
会
長
ら
が
増
税
に
よ
っ
て
景
気
が

い
っ
そ
う
悪
化
す
る
と
懸
念
し
て
い
る
と
紹
介
。
こ
れ

に
た
い
し
知
事
が
い
っ
か
ん
し
て
消
費
税
増
税
を
容
認

す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
「
京
都
経
済

を
い
っ
そ
う
悪
化
さ
せ
る
増
税
に
賛
成
す
る
の
か
」
と

迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
財
源
確
保
は
避
け
て
通
れ
な
い
」
と
、
増

税
推
進
の
態
度
を
示
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
振
興
条
例
制
定
を 

　

京
都
経
済
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
中
小
企
業
の
七

六
・
五
％
が
赤
字
で
あ
る
と
示
し
た
さ
こ
議
員
は
、
知

事
が
就
任
以
来
進
め
て
き
た
企
業
誘
致
と
成
長
企
業
依

存
の
経
済
政
策
が
破
た
ん
し
て
い
る
と
指
摘
。
府
内
十

二
万
社
す
べ
て
を
援
助
対
象
に
す
る
な
ど
の
中
小
企
業

の
抜
本
的
転
換
を
要
求
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
中

小
企
業
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と

し
、
地
域
循
環
型
経
済
の
中
心
を
担
う
中
小
企
業
に
光

を
当
て
る
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
が
必
要
と
強

調
。
制
定
さ
れ
た
与
謝
野
町
や
検
討
し
て
い
る
京
丹
後

市
、
久
御
山
町
な
ど
の
例
、
党
府
議
団
が
二
年
前
に
発

表
し
た
大
綱
な
ど
を
示
し
、
知
事
に
条
例
制
定
を
求
め

ま
し
た
。

憲
法
二
十
五
条
否
定
の
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
の
撤
回
求
め
よ

　

民
自
公
三
党
が
、
密
室
協
議
で
決
め
た
「
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
弁
護
士
会
が

「
憲
法
二
十
五
条
に
抵
触
す
る
」
と
会
長
の
反
対
声
明

を
出
し
た
こ
と
を
紹
介
。
同
法
は
「
社
会
保
障
解
体
宣

言
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
撤
回
を
も
と
め
る
べ

き
と
質
し
ま
し
た
。 

代表質問

9月24日
さこ 祐仁議員

（京都市上京区）

さ
こ
祐
仁
議
員
（
上
京
区
）
は
、
九
月
二
十
四
日
、
八
月
の
府
南
部
豪
雨
災
害
被
災
者
支
援
（
別
項
）
や
税
・
社
会
保
障
の
一
体
改
革
で
中

小
企
業
や
府
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
問
題
に
つ
い
て
等
、
代
表
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
反
対
、

原
発
即
時
ゼ
ロ
の
府
民
の
声
に
応
え
よ

国
民
の
権
利
で
あ
る
社
会
保
障
制
度
を

守
る
立
場
に
立
て

受
診
抑
制
の
増
加
、

国
保
一
元
化
は
さ
ら
に
命
脅
か
す

　

府
民
の
医
療
を
受
け
る
権
利
と
命
を
お
び
や
か
す
事

態
が
進
ん
で
い
る
と
し
て
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

料
と
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
問
題
を
追
及
し
ま
し
た
。

さ
こ
議
員
は
府
保
険
医
協
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
国
保
の

資
格
証
の
患
者
さ
ん
を
診
察
し
た
医
師
が
一
二
％
、
医

療
費
負
担
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
経
験
が
五
年
前
の
三
倍

以
上
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
お
金
が
な
く
て
受
診
抑
制

が
増
え
て
い
る
実
態
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
知
事
が

進
め
る
国
保
一
元
化
は
、
命
を
脅
か
す
も
の
で
事
態
を

い
っ
そ
う
深
刻
化
さ
せ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

国
保
税
（
料
）
や
税
金
滞
納
者
へ
の
強
権
的
な
「
地

方
税
機
構
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
説
明
も
な
く
差
し

押
さ
え
る
な
ど
乱
暴
な
取
り
立
て
を
や
め
る
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。

﹁
即
時
原
発
ゼ
ロ
﹂
の
立
場
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

　

さ
こ
議
員
は
福
島
県
視
察
で
、
事
故
当
時
の
ま
ま
の

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
体
験
か
ら
も
「
原
発
即
時
ゼ

ロ
」
を
国
に
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
大
飯

原
発
稼
働
を
た
だ
ち
に
や
め
る
よ
う
国
と
関
電
に
求
め

る
よ
う
に
と
迫
り
ま
し
た
。

　

さ
こ
議
員
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
府
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
力
が
入
ら

な
い
の
は
原
発
存
続
の
立
場
だ
か
ら
で
あ
り
、
即
時
ゼ

ロ
の
立
場
で
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
が
可
能
と

指
摘
。
府
と
し
て
、
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
住
民

参
加
の
組
織
を
つ
く
り
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
講
じ
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。 

　

知
事
は
、
原
発
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
止
を

求
め
な
い
姿
勢
を
示
し
、
さ
ら
に
「
二
〇
三
〇
年
代
に

原
発
ゼ
ロ
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
政
策
資
源
を
投
入
す

る
」と
い
う
政
府
方
針
追
づ
い
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
量
は
原
発
や
火
力
発
電
の
代
替
に
は
な
ら

な
い
と
、
府
民
の
願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。 

﹁
高
校
教
育
制
度
改
革
﹂は

多
様
な
意
見
求
め
府
民
的
議
論
を

　
「
京
都
市
・
乙
訓
地
域
の
高
校
教
育
制
度
に
係
る
懇

談
会
」
の
「
ま
と
め
」
に
つ
い
て
は
、
受
験
競
争
の
激

化
と
格
差
や
序
列
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
。
制

度
の
改
正
は
、
多
様
な
府
民
の
意
見
を
聞
き
、
当
事
者

の
生
徒
、
教
職
員
、
教
育
学
者
な
ど
含
め
学
区
単
位
等

の
議
論
を
行
な
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

関
西
広
域
連
合
推
進
は
、

地
方
自
治
破
壊
の
道
州
制
へ
の
道 

　

関
西
広
域
連
合
が
求
め
て
い
る
出
先
機
関
の
移
管
問

題
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
町
村
が
不
安
を
表
明
し
て

お
り
、
府
南
部
豪
雨
災
害
で
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
が
果
た
し
た
役
割
や
、
東
日
本
大
震
災
で
も
東
北

地
方
整
備
局
が
全
国
の
整
備
局
の
力
を
集
中
し
、
確
保

し
た
救
援
ル
ー
ト
を
使
っ
て
消
防
や
自
衛
隊
が
救
助
に

入
っ
て
行
な
っ
た
な
ど
の
経
験
も
紹
介
し
、
大
規
模
な

災
害
に
は
広
域
連
合
が
対
応
で
き
な
い
と
指
摘
。

　

ま
た
、
関
西
広
域
連
合
の
推
進
は
、
道
州
制
へ
の
道

で
あ
り
、
地
方
自
治
破
壊
の
道
で
あ
る
と
批
判
し
ま
し

た
。

　「地域に存在する自然エネルギーは地域固有の資源」これは滋賀県の湖
南市地域自然エネルギー基本条例の理念です。京都府にふく風もふりそそ
ぐ太陽の光も京都府の資源であり府民全体の宝です。
　京都府では「エコエネルギー戦略会議」なるものが突然作られ、市民や
NPOの代表とともに、エネルギー関係の大企業なども参加し、京都府の
エネルギー戦略を決めていくそうです。
　「創エネ」「省エネ」「LNG等」を柱に京都のエネルギーのベストミック
スを決めていこうというものになっていますが、ベストミックスではなく、
自然エネルギーの導入を基本にすべきです。特別委員会で環境・エネルギー
局長は「国の動向をみながら」と何度も答弁しましたが、国の動向如何に
かかわらず、京都の自然エネルギーの導入を促進し、その利益を府民に還
元する、産業の活性化に資する取組みをすべきと求めました。

府内の自然エネルギーは
府民全体の宝として 山内 よし子

（京都市南区）
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京
阪
宇
治
バ
ス
十
三
路
線
の

休
・
廃
止
問
題
に
つ
い
て

　

ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
は
、
京
阪
宇
治
バ
ス
が
宇
治

市
内
十
三
路
線
の
休
・
廃
止
を
宇
治
市
に
申
し
入
れ
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

同
市
内
で
は
京
阪
宇
治
バ
ス
、
京
阪
シ
テ
ィ
バ
ス
、

京
阪
バ
ス
が
計
五
十
九
路
線
を
運
行
し
て
お
り
、
市
民

の
通
勤
・
通
学
・
通
院
・
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
昨
年
八
月
、
京
阪
宇
治
バ
ス
が
十

三
路
線
廃
止
を
市
に
申
し
入
れ
た
こ
と
に
、
市
民
か
ら

「
高
齢
者
も
増
え
買
い
物
や
通
院
な
ど
、
日
常
生
活
に

バ
ス
は
欠
か
せ
な
い
」、「
廃
止
は
本
当
に
困
る
」
な
ど

切
実
な
声
が
出
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。関
係
自
治
会
か
ら
は
、

宇
治
市
や
バ
ス
事
業
者
に
対
し
て
「
バ
ス
路
線
の
継
続
や
公

府
立
与
謝
の
海
病
院
は

直
営
で
存
続
・
拡
充
を

　

島
田
け
い
子
議
員
は
、
府
立
与
謝
の
海
病
院
が
府
立
医
大

の
附
属
病
院
化
す
る
条
例
案
が
十
二
月
議
会
に
も
提
案
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、「
法
人
化
・
附

属
病
院
化
あ
り
き
」の
方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

島
田
議
員
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
地
元
か
ら
不
安
の
声

が
出
て
い
る
と
し
、
地
域
の
医
師
会
長
さ
ん
が
、
府
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
「
提
言
」
に
つ
い
て
、「
本
来
、
丹
後
与

謝
地
域
の
医
療
を
ど
う
す
る
の
か
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
や
開
業
医
か
ら
は
「
人
工
透
析
施
設
が

足
り
ず
兵
庫
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
糖
尿
病
専
門
医
の

確
保
、
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
強
化
、
精
神
科
の
入
院
ベ
ッ
ド
の

確
保
」な
ど
を
も
と
め
る
声
が
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

府
が
丹
後
・
北
部
医
療
に
つ
い
て
ま
ず
調
査
を
し
て
真
剣
な

議
論
を
す
る
べ
き
だ
と
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
府
が
策
定
し
た
「
与
謝
の
海
病
院

改
革
プ
ラ
ン
」
に
「
さ
ら
な
る
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
」
と

共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
沿
線
住
民
を
含
め
た
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
等
を
求
め
る
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
府
が
京
都
府
生
活
交
通
対

策
地
域
協
議
会
・
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
路
線

存
続
の
た
め
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
求

め
ま
し
た
。
ま
た
同
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
住
民
が

参
加
し
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
要

求
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
府
内
十
八
自
治
体
で
設
置
さ
れ
て
い

る
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
地
域
交
通
会
議
を
宇
治

市
域
で
も
設
置
し
、
地
域
の
生
活
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
住
民
の
意
見
が
反
映
す
る
仕
組
み
を
作

る
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

国
の
補
助
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
柔
軟
な
対
応

を
求
め
る
と
と
も
に
、
府
の
制
度
を
拡
充
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

明
記
し
、「
患
者
中
心
の
開
か
れ
た
病
院
」「
地
域
医
療
支
援

病
院
、
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
、
へ
き
地
医
療
支
援
病
院
」

等
に
指
定
さ
れ
、
北
部
の
地
域
医
療
に
深
く
責
任
を
負
っ
て

い
く
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「﹃
法
人
化
・
附
属
病
院

化
﹄
は
な
く
、
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
、
府
が
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、「
法
人
化
・
附
属
病
院
化
」
で
「
基
本
的
に
住

民
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
与
謝
の
海
病
院
単
独
で

高
度
医
療
を
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
。
そ
れ
は
二
重
投
資
に

な
っ
て
府
民
の
皆
さ
ん
と
し
て
は
よ
く
な
い
。
府
立
医
大
と

の
連
携
の
も
と
に
高
度
医
療
を
構
築
す
る
と
し
、
こ
れ
が
一

番
現
実
的
で
机
上
の
空
論
で
な
い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　

島
田
議
員
は
、
地
域
住
民
の
財
産
で
あ
る
府
立
病
院
を
こ

の
よ
う
な
や
り
方
で
破
壊
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
医

師
確
保
も
含
め
全
力
を
あ
げ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

国
保
の﹁
都
道
府
県
単
位
の
一
元
化
﹂は
や
め
よ

　

国
保
の
都
道
府
県
一
元
化
に
つ
い
て
、
島
田
議
員
は
国
保

が
国
庫
負
担
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
制
度
で
あ
り
な
が

ら
、
自
公
政
権
が
国
庫
負
担
を
削
減
し
続
け
、
保
険
証
を
と

り
あ
げ
、
滞
納
者
の
差
し
押
さ
え
強
化
す
る
な
ど
、
国
民
を

貧
困
や
死
に
お
い
や
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
と
指
摘
。
四

月
の
国
保
法
を
「
改
正
」
で
、
国
は
都
道
府
県
調
整
交
付
金

を
二
％
増
額
す
る
一
方
、
国
庫
負
担
を
三
四
％
か
ら
三
二
％

に
減
額
し
、
都
道
府
県
単
位
で
負
担
し
あ
う
仕
組
み
を
強
化

し
、
都
道
府
県
で
の
国
保
一
元
化
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
と
述
べ
、
そ
の
財
源
も
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
に
よ
る

地
方
税
増
収
分
で
あ
り
、
国
の
目
論
見
は
、
財
政
調
整
を
強

化
し
、
国
庫
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
困
窮
す
る
被
保
険

者
の
負
担
で
、
国
保
の
財
政
破
綻
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る

と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

　

島
田
議
員
は
国
庫
負
担
増
の
め
ど
も
立
た
な
い
中
で
、
国

保
一
元
化
は
や
め
る
べ
き
で
国
に
対
し
て
も
求
め
よ
と
迫
り

ま
し
た
。

一般質問一般質問

まえくぼ 義由紀議員
（宇治市・久御山町）

島田 けい子議員
（京都市右京区）

9月26日9月27日
「一日も早く日常生活を
 取り戻せるように」
復旧、生活再建支援に全力を
　宇治市など豪雨災害の被災地では、生活再
建に向けた取り組みが進んでいますが、住宅
の再建には手がつかず、堤防・護岸の破損、
土砂崩れの復旧も応急対策にとどまり、二次
災害の危険性などで、不安を抱えたままの暮
らしを強いられています。
　私は、「一日も早く日常生活を取り戻せる
ようにしてほしい」この声を届け、復旧、生
活再建支援に全力をあげるよう求めました。
知事は、「とにかく一日も早い復旧に向け取
り組む」、などと答えました。
　今回の災害では、河川上流でのゴルフ場等
の開発、河川改修計画の遅れ、荒れた山林の
放置、府土木事務所の統合など、様々な問題
も明らかになっています。徹底的な検証と、
防災対策が必要です。� ［まえくぼ 義由紀］

　2005年３月末で府立洛東病院が廃止さ
れた。当時、知事は、「洛東病院が老朽化し
て建て替えには50億円かかる。あそこは
100床。１床当たり5,000万円。皆さん方
の税金はこれから、直さなければいけない府
立医大の方に移行させていただきたい」と発
言して府民の怒りをかった。今議会、私の質
問に「与謝の海病院単独で高度医療をどれだ
けできるか、それは二重投資になってしまっ
て良くないのではないか」と述べた。附属病
院化予定の与謝の海病院の充実は「二重投
資」という発想そのものが問題と厳しく指摘
した。地域住民や現場の声を聞かず、住民の
財産である病院の経営形態の重大な変更を進
めることは断じて認められない。
� ［島田 けい子］

生
活
交
通
対
策

　今年度からスタートした、簡易耐震改修への助成制
度の利用が大きく広がっています。遅れている住宅の
耐震化を進めるものとして、建設業関連の団体や私た
ち議員団も、強く要望してきたものがようやく実現し
たわけですが、すでに今年度の目標である300戸を超
えるということで、９月議会に追加の補正予算が提案
され可決されました。
　実施をしている市町村では、耐震化を進める効果も
確認されています。南海地震などが予想される中で、
耐震化を爆発的に進めるためには、今ある制度の推進
はもちろん、さらに後押しする制度の実施が必要です。
　京都府でのリフォーム助成制度の実施に向けて、さ
らに力を入れていきます。

耐震化
さらなる前進に向けて

馬場こうへい
（京都市伏見区）
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関
西
広
域
連
合
先
の
行
き
つ
く
先
は

財
界
の
要
求
で
あ
る
道
州
制

　

み
つ
な
が
敦
彦
議
員
は
、
将
来
構
想
も
制
度
設
計
も
不
透

明
と
な
っ
て
い
る
関
西
広
域
連
合
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体

や
国
民
か
ら
不
安
や
厳
し
い
声
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
、
関
西
広
域
連
合
の
将
来
構
想
や
制
度
設
計
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。「
関
西
広
域
連
合
が
道
州
制
に

は
な
ら
な
い
」
と
い
い
な
が
ら
、
実
質
的
に
道
州
制
へ
の
道

を
歩
ん
で
い
る
知
事
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

将
来
像
な
く

な
し
く
ず
し
的
に
権
限
拡
大

　

五
月
に
各
府
県
知
事
と
大
阪
、
堺
両
市
長
の
連
名
で
出
さ

れ
た
大
飯
原
発
再
稼
働
を
事
実
上
容
認
し
た
声
明
に
つ
い

て
、
府
民
に
と
っ
て
権
限
と
責
任
が
不
明
確
な
ま
ま
再
稼
働

だ
け
を
認
め
る
と
い
う
最
悪
な
事
態
と
な
っ
た
と
指
摘
。
関

西
広
域
連
合
の
権
限
と
事
務
の
範
囲
が
、
何
で
も
「
広
域
で

あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
な
し
崩
し
的
に
拡
大
さ
れ
て
い
く

一般質問

みつなが 敦彦議員
（京都市左京区）

9月28日
　道州制と関西広域連合の質問に知事は、激
昂して答弁されました。質問後に与党議員か
らも「知事は興奮しすぎ」「民間の現場で働
いたことがないからな」などと揶揄する声が
あがるほどでした。それほど、広域連合が道
州制につながることを批判されたことが、的
を射ていたのでしょう。
　その結果、関西広域連合の質疑に時間がか
かり、放射能から子どもを守る問題について、
再質問ができませんでした。答弁では、甲状
腺検査はまだ12月からとなるようで、しか
も血液検査等は対象とされていません。知事
が福島県がカウンターパート方式をとったこ
とを広域連合の成果としてのべているのに、
避難されてきた子どもへの対応は、まだ進ん
でいません。深刻でかつこれから一貫して取
り組まねばならないものです。福島と心ひと
つに頑張ります。
� ［みつなが 敦彦］

問
題
や
関
西
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
時
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
が
関
西
広
域
連
合
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
関
西
広
域
連
合
の
将
来
像
や
目
的
な
ど
に
つ
い

て
、「
成
長
す
る
広
域
連
合
」
な
ど
と
述
べ
、
明
確
な
答
弁

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

み
つ
な
が
議
員
は
再
質
問
で
、
関
西
広
域
連
合
や
道
州
制

に
つ
い
て
、
府
民
に
と
っ
て
良
い
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か

が
話
し
合
わ
れ
な
い
ま
ま
、
仕
組
み
を
変
え
続
け
る
こ
と
に

こ
だ
わ
る
先
に
は
、
結
局
、
大
阪
に
お
金
も
権
限
も
集
中
す

る
財
界
の
ね
ら
い
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
指
摘
。
道
州
制
に

進
む
こ
と
は
ス
ト
ッ
プ
す
べ
き
で
あ
り
、
知
事
は
府
民
の
く

ら
し
や
地
方
の
疲
弊
に
つ
い
て
ま
じ
め
に
考
え
る
べ
き
と
批

判
し
ま
し
た
。

避
難
者
す
べ
て
を
検
診
の
対
象
者
に

京
都
で
検
診
の
医
療
機
関
の
指
定
を

　

続
い
て
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
か

ら
京
都
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、「
福
島
に
帰
っ
て
検
診
す
る

に
も
放
射
能
被
ば
く
が
心
配
で
お
金
も
時
間
も
か
か
る
」

「
避
難
し
た
こ
と
を
近
所
の
人
に
話
せ
な
い
」
な
ど
、
直

接
被
災
者
の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
切
羽
詰
ま
っ
た
深
刻

な
お
話
を
紹
介
。

　

福
島
で
は
血
液
検
査
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
被
ば

く
検
診
の
追
加
健
診
や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
認
め

る
な
ど
医
療
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
立
場
に
立
つ

よ
う
求
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
京
都
で
検
診
を

実
施
す
る
医
療
機
関
の
指
定
な
ど
を
速
や
か
に
進
め
る

こ
と
や
、
指
定
医
療
機
関
と
の
連
携
が
必
要
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
能
の
し
き
い
値
の
な
い
確
率
的
影
響
や

確
定
的
影
響
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
な
ど
の
情
報
を
子
ど

も
や
保
護
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

閉会本会議
議案討論

成宮 まり子議員
（京都市西京区）

10月5日

　

成
宮
ま
り
子
議
員
（
西
京
区
）
は
、
議
案
十
四
件
の
内
、

第
八
号
議
案
「
京
都
府
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
交
付

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
」、
第
十
号
議
案
「
京
都
府

立
少
年
自
然
の
家
条
例
一
部
改
正
の
件
」、
第
十
五
号
議
案

「
一
級
河
川
畑
川
河
川
総
合
開
発
工
事
請
負
契
約
変
更
の
件
」

の
三
件
に
反
対
し
、
他
の
十
一
議
案
に
は
賛
成
の
討
論
を
行

な
い
ま
し
た
。

植
物
園
本
来
の
役
割
こ
そ
発
揮
さ
せ
る
べ
き

　

第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）」
に
つ
い
て
は
、
住
宅
耐
震
化
支
援
で
補

助
戸
数
が
増
加
さ
れ
る
点
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
な
ど
の
通

学
安
全
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
を
表

明
。
し
か
し
、
府
立
植
物
園
の
一
角
に
カ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ
を

開
設
す
る
「
植
物
園
北
山
通
活
性
化
事
業
費
」（
八
千
万
円
）

に
つ
い
て
は
、
反
対
し
ま
し
た
。
同
園
は
公
立
博
物
館
法
に

自
然
系
博
物
館
と
位
置
付
け
ら
れ
た
専
門
機
関
で
あ
り
、
国

内
最
多
の
保
有
植
物
種
類
や
最
も
長
い
歴
史
を
も
つ
植
物
園

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
府
民
の
宝
で
あ
る
と
指
摘
。

同
事
業
は
植
物
園
本
来
の
あ
り

方
か
ら
大
き
く
逸
脱
さ
せ
る
も

の
で
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張

し
、
府
は
植
物
園
の
運
営
・
管

理
技
術
の
継
承
、
職
員
体
制
の

充
実
こ
そ
は
か
る
べ
き
と
、
求

め
ま
し
た
。

国
保
安
定
の
た
め
に
は

国
庫
負
担
増
や
せ

　
「
京
都
府
国
民
健
康
保
険
調

整
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正
の
件
」
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

で
、
都
道
府
県
調
整
交
付
金
が

高校入試「高校を選べる」と
言うけれど
　京都の公立高校の大改造。そのキーワード
は「総合選抜から単独選抜へ」「生徒が学校
を選べる」だと府教委は言う。
　けれど、改革を検討してきた有識者懇談会
を傍聴して、議論されていない重要問題があ
ると感じる。それは、中学３年生に「選択を
迫る」ことが本当によいのかということだ。
　「たった15歳で、自分の将来を見据えろ、
大学進学か就職か、と言われても困る。高校
３年間の勉強や豊かな体験を通じて進路や生
き方を見出していってほしいのに」と、ある
お母さんが言っておられた。
　本当にそうだ。「選べる」という看板の下、
15歳で「自分の人生はこうだ」と決めなく
ちゃならないなんて「自由」でもなんでもな
い。ましてや、「おまえは、こんなもん」と
見えない大きな力で選別されるような制度
は、絶対につくってはならないと思う。
� ［成宮 まり子］

七
％
か
ら
九
％
に
増
額
さ
れ
、
定
率
国
庫
負
担
は
三
四
％
か

ら
三
二
％
へ
減
額
と
な
り
、
都
道
府
県
調
整
交
付
金
の
二
％

の
引
き
上
げ
分
は
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
拡
充
分
で

あ
り
、
都
道
府
県
単
位
の
国
保
一
元
化
を
お
し
進
め
る
も
の

と
指
摘
。
さ
ら
に
増
額
二
％
の
財
源
は
、「
年
少
扶
養
控
除

の
廃
止
」
で
生
ま
れ
た
「
子
育
て
支
援
」
の
為
の
財
源
で
あ

る
と
批
判
し
反
対
し
ま
し
た
。

府
立
南
山
城
少
年
自
然
の
家
廃
止
に
反
対

 　
「
京
都
府
立
少
年
自
然
の
家
条
例
一
部
改
正
の
件
」
に
つ

い
て
は
、
南
山
城
少
年
自
然
の
家
を
廃
止
し
、
る
り
渓
少
年

自
然
の
家
に
統
合
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
大
学
・
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
年
間
一

万
六
千
人
も
の
利
用
が
あ
り
、
関
係
者
か
ら
「
ぜ
ひ
残
し
て

ほ
し
い
」
と
廃
止
反
対
の
声
が
強
い
と
紹
介
。
教
育
的
視
点

か
ら
も
施
設
の
存
続
と
機
能
の
充
実
へ
、
府
の
役
割
を
果
た

す
べ
き
と
反
対
し
ま
し
た
。

あ
い
つ
ぐ
負
担
増
と
な
る
畑
川
ダ
ム

　
「
一
級
河
川
畑
川
河
川
総
合
開
発
工
事
請
負
契
約
変
更
の

件
」
の
畑
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
計
画
当
初
か
ら
「
ダ
ム
建

設
あ
り
き
」
の
過
大
な
人
口
予
測
・
水
需
要
予
測
に
も
と
づ

く
も
の
で
、
治
水
対
策
も
河
川
改
修
で
十
分
に
対
応
で
き
る

と
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
と
強
調
。

　

今
回
の
追
加
工
事
は
、
二
〇
〇
三
年
に
断
層
が
見
つ
か
り

事
業
費
が
四
十
億
円
か
ら
七
十
七
億
円
へ
と
二
倍
に
ふ
く
れ

あ
が
っ
た
上
に
「
想
定
外
の
も
ろ
い
地
層
が
出
て
き
た
」
た

め
、
請
負
金
額
を
約
三
・
六
億
円
上
乗
せ
す
る
と
い
う
も
の

で
、
専
門
家
か
ら
も
「﹃
水
漏
れ
ダ
ム
﹄
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
事
業
評
価
審
査
委
員
会

で
も
「
勇
気
あ
る
再
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
、
住
民
か
ら
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
さ
ら
な
る
事
業
費
負
担
増
に
は
、
府
民
の
納
得
は

得
ら
れ
な
い
と
反
対
し
ま
し
た
。

8月27日、福島県南相馬市小高区の調査
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閉会本会議
意見書案討論

原田 完議員
（京都市中京区）

10月5日

　

九
月
議
会
に
は
十
三
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産

党
は
「
関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電
所
三
・
四
号
機
の
運
転

停
止
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
や
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

訓
練
中
止
と
配
備
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」

な
ど
八
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
十
月
五
日
の
閉
会
本
会
議
で

原
田
完
議
員
が
す
べ
て
の
意
見
書
案
に
賛
成
す
る
立
場
で
討

論
を
行
な
い
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　

◆

　
「
関
西
電
力
発
電
所
三
・
四
号
機
運
転
停
止
を
求
め
る
意

見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、「
再
稼
働
反
対
」「
原
発
な
く
せ
」

の
取
り
組
み
が
歴
史
的
規
模
と
な
り
、
政
府
の
意
見
公
募
で

も
国
民
の
八
割
が
「
即
時
ゼ
ロ
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
事

故
防
止
の
手
段
が
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
中
止
と
配
備
計
画
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、沖
縄
で
は
全
自
治
体
で
、

全
国
で
も
百
六
議
会
で
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
や
訓
練
中
止
を
求

め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
国
民
の

命
と
安
全
を
優
先
す
る
の
か
、
日
米
安
保
条
約
を
優
先
す
る

の
か
が
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
案
」に
つ
い
て
は
、

同
法
は
憲
法
二
十
五
条
の

理
念
を
放
棄
す
る
「
社
会

保
障
解
体
宣
言
」
で
あ
る

と
強
調
し
、
小
泉
「
構
造

改
革
」
以
上
の
「
激
痛
」

を
国
民
に
も
た
ら
し
か
ね

な
い
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。

　
「
中
小
企
業
金
融
円
滑

化
法
の
延
長
を
求
め
る
意

見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
京
都
府
商
工
会
連

京都府経済立て直しは 
中小零細企業の振興を

　中小企業零細の経営危機が言われて、久
しくなります。この４年間だけでもリーマン
ショックから、急激な円高で輸出企業、家電・
自動車などが厳しい事態となりました。その
影響を吸収すべく、海外へ生産拠点の移転、
異常な下請け単価の切り下げと弱い所へし
わ寄せて、大企業の利益確保に奔走してい
ます。同時に民自公三党の闇取引で消費税
増税強行と私達との民意と乖離した政治が
進んでいます。
　大企業の海外生産拠点の多さは中国尖閣
問題のニュース報道に幾度も日本企業が出
ていた通り、驚きの数字です。大企業の身
勝手な利益追求で国内生産を疲弊させてい
ます。
　今こそ内需拡大、中小零細企業への経営
支援こそが、地域循環経済の確立となり地
域経済発展、雇用拡大を中小企業をしっか
りと位置付けた、中小企業振興条例制定を
目指して頑張ります。� ［原田　完］

合
な
ど
の
景
況
調
査
を
見
て
も
、
京
都
の
中
小
零
細
企
業
の

経
営
環
境
が
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
わ
た
っ
て
改
善
の
兆
し
が
な

く
、
特
に
厳
し
い
事
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
延
長
を
求
め

ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　

◆

　
「
米
国
産
輸
入
牛
肉
の
月
例
緩
和
に
反
対
す
る
意
見
書
案
」

に
つ
い
て
は
、
米
国
で
は
四
万
頭
の
わ
ず
か
〇
・
一
六
％
し

か
検
査
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
年
四
月
に
も
米
国
内
で

Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
こ
の
緩
和
は

日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
条
件
と
し
て
米
国
か
ら
執
拗
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
国
民
の
食
の
安
全
・
安
心
を

脅
か
す
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
訴

え
ま
し
た
。

　
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
改
正
及
び
運
用
改
善
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
同
法
が
同
じ
災
害
に
よ

る
被
害
で
も
、
市
町
村
な
ど
に
よ
っ
て
対
象
外
と
な
る
被
災

者
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
法
の
改
正
と
運
用
の
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
田
議
員
は
、
わ
が
党
提
案
へ
の
対
案
と
し
て
出

さ
れ
た
民
主
・
自
民
・
公
明
の
意
見
書
案
に
は
、
こ
の
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　

◆

　
「
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

（
案
）」
に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
が
既
に
断
罪
さ
れ
て
お
り
、

す
べ
て
の
肝
炎
感
染
者
や
患
者
の
救
済
、
治
療
と
生
活
を
支

え
る
公
的
支
援
制
度
を
整
え
る
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
と
の

立
場
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
保
護
者
負
担
の
い
っ
そ
う
の
軽
減
と
私
学
助
成
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
高
校
・

大
学
ま
で
の
段
階
的
な
教
育
無
償
化
を
定
め
た
国
際
人
権
規

約
の
留
保
撤
回
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
国
庫
負
担

の
堅
持
と
拡
充
、「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
」の
堅
持
、

学
校
耐
震
化
等
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

2012年9月定例会　議案の採決結果（閉会本会議）10月5日

2012年9月議会　意見書案の採決結果（閉会本会議）10月5日

番号 議案名 共
産

自
民

民
主

公
明

創
生 可否

第１号 平成24年度京都府一般会計補正予算（第２号）※開会本会議で採決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２号 平成24年度京都府一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３号 個人府民税の控除対象となる特定非営利活動法人への寄附金を定める条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第４号 京都府控除対象特定非営利活動法人に係る寄附金を定める手続に関する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第５号 大規模な災害の被災者に係る手数料等の減免のための関係条例の整備に関する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６号 道路法に基づく道路標識の寸法に関する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７号 京都府防災会議条例及び京都府災害対策本部条例一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第８号 京都府国民健康保険調整交付金の交付に関する条例一部改正の件 × ○ ○ ○ ○ ○
第９号 京都府福祉のまちづくり条例一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第10号 京都府立少年自然の家条例一部改正の件 × ○ ○ ○ ○ ○
第11号 京都府暴力団排除条例一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12号 教養教育共同化施設（仮称）新築工事請負契約締結の件（主体工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第13号 教養教育共同化施設（仮称）新築工事請負契約締結の件（機械設備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第14号 京都府警察官西陣待機宿舎新築工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第15号 １級河川畑川河川総合開発工事請負契約変更の件 × ○ ○ ○ ○ ○
第21号 母子寡婦福祉資金償還金請求事件に係る訴えの提起の専決処分について承認を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第22号 教育委員会委員の任命について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１号 京都府議会による東日本大震災からの復興支援に関する条例一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○

提出会派 意見書名称 共
産

自
民

民
主

公
明

創
生 可否

自民・公明・民主 「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強化等を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ 可
自民・公明・民主 気象事業の整備・拡充を諸める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ 可

共産 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書案 ○ × × × × 否
自民・公明・民主 京都府南部豪雨に伴う災害対策に関する意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ 可

共産 B型肝炎・C型肝炎患者の救済に関する意見書案 ○ × × × × 否
自民・公明・民主 ウィルス性肝炎患者に対する支援を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ 可

共産 保護者負担のいっそうの軽減と私学助成の充実を求める意見書案 ○ × × × × 否
自民・公明・民主 私学教育の充実に関する意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ 可

共産 関西電力大飯原発３・４号機の運転中止を求める意見書案 ○ × × × × 否
共産 オスプレイの飛行訓練の中止と配備計画の撤回を求める意見書案 ○ × × × × 否
共産 社会保障改革推進法の廃止を求める意見書案 ○ × × × × 否
共産 中小企業金融円滑化法の延長を求める意見書案 ○ × × × × 否
共産 米国産輸入牛肉の月齢緩和に反対する意見書案 ○ × × × × 否
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日
本
共
産
党
府
議
団
は
九
月
十
八
日
、

二
〇
一
四
年
の
知
事
選
を
見
据
え
、
山
田

啓
二
知
事
三
期
目
の
折
り
返
し
に
あ
た
る

今
年
、
山
田
府
政
の
問
題
点
を
示
し
、
府

政
転
換
を
訴
え
る
ア
ピ
ー
ル
「
京
都
府
政

の
今
日
を
ど
う
み
る
か　

山
田
知
事
三
期

目
を
折
り
返
し
て
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
山
田
府
政
の
二
期

八
年
は
新
自
由
主
義
的
な
「
構
造
改
革
」

の
導
入
、
市
町
村
合
併
の
押
し
付
け
、
関

西
広
域
連
合
や
地
方
税
機
構
の
設
立
な
ど

を
推
進
す
る
一
方
で
、
暮
ら
し
と
命
守
る

　

日
本
共
産
党
府
会
議
員
団
は
九
月
十
八

日
、
高
校
教
育
と
入
試
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
論
議
を
よ
び
か
け
る
ア
ピ
ー
ル

「
今
こ
そ
高
校
教
育
と
入
試
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
府
民
的
な
議
論
を
よ
び
か
け

ま
す
」
を
発
表
し
ま
し
た
。「
京
都
市
・

乙
訓
地
域
公
立
高
等
学
校
教
育
制
度
に
係

る
懇
談
会
」
が
「
ま
と
め
」
を
発
表
（
八

月
）
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
で
す
。

「
ま
と
め
」
は
▽
受
験
生
の
居
住
地
を
も

と
に
合
格
校
を
割
り
振
り
す
る
「
総
合
選

抜
」
を
廃
止
し
、
学
校
ご
と
の
出
願
に
よ

る
「
単
独
選
抜
」
を
導
入
▽
現
行
の
二
通

学
圏
を
一
通
学
圏
に
統
合
、
な
ど
の
方
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
京
都
府
教

育
委
員
会
は
こ
の
「
ま
と
め
」
の
方
向
で
、

両
地
域
の
公
立
高
校
入
試
改
革
の
「
基
本

的
な
考
え
方
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

府
議
団
の
「
ア
ピ
ー
ル
」
は
こ
の
方
針

に
対
し
、
通
学
圏
の
拡
大
や
単
独
選
抜
制

の
導
入
に
よ
っ
て
、
学
校
間
の
学
力
に
よ

る
ラ
ン
ク
付
け
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
今
以
上
に
受
験
競
争
に
駆
り
立
て
ら
れ

る
問
題
、
地
元
の
高
校
が
人
気
校
と
な
れ

ば
希
望
し
な
い
遠
く
の
高
校
を
選
択
せ
ざ

る
を
え
な
い
等
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
懇
談
会
「
ま
と
め
」
が
、
こ
れ

ま
で
の
共
通
の
学
力
検
査
問
題
や
判
定
基

準
か
ら
、
教
科
ご
と
の
傾
斜
配
点
、
実
技

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
は
八
月
二
十
七
〜
二
十
九
の
各
日
、
福
島
、
岩
手
両
県
を
訪
問
し
、
東
日
本

大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
一
年
半
経
過
し
た
被
災
自
治
体
の
現
状
を
視
察
し
、
復
興
と
被
災
者
の
生
活

再
建
に
む
け
た
取
り
組
み
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

べ
き
自
治
体
本
来
の
役
割
を
投
げ
捨
て

「
日
本
の
進
路
と
府
民
の
暮
ら
し
に
か
か

わ
る
重
要
問
題
で
国
政
に
追
随
」
し
て
き

た
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
期
目
折
り
返
し
点
を
む
か
え

た
同
府
政
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、
▽

消
費
税
増
税
、
原
発
再
稼
働
な
ど
日
本
の

進
路
に
関
わ
る
重
要
問
題
で
国
政
に
追
随

▽
関
西
財
界
の
狙
う
道
州
制
へ
道
を
開
く

「
地
域
主
権
改
革
」
▽
「
格
差
と
競
争
」

の
教
育
制
度
の
推
進
▽
府
民
目
線
と
乖
離

検
査
の
実
施
、
中
学
校
か
ら
の
報
告
書
の

比
率
の
弾
力
化
な
ど
、
各
高
校
・
学
科
等

の
特
色
に
応
じ
て
、
高

校
独
自
の
裁
量
で
選
抜

基
準
を
設
け
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
問
題
等

も
指
摘
し
、
京
都
府
内

の
ど
の
学
校
で
も
、
一

人
ひ
と
り
の
高
校
生
が

学
力
を
つ
け
、
可
能
性

を
広
げ
ら
れ
る
高
校
教

育
制
度
に
す
る
た
め

に
、
当
事
者
で
あ
る
子

ど
も
や
保
護
者
、
府
民

の
み
な
さ
ん
に
論
議
を

よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

（「
ア
ピ
ー
ル
」
全
文
は

府
会
議
員
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

保
護
者
、
府
民
の
み
な
さ
ん
へ

論
議
を
よ
び
か
け
ま
す

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
１
年
半

福
島
、岩
手
を
視
察

京
都
府
政
の
今
日
を
ど
う
み
る
か

高
校
教
育
と
入
試
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

山
田
知
事
三
期
目
を
折
り
返
し
て

ア
ピ
ー
ル

ア
ピ
ー
ル

　府立南山城少年自然の家の廃止条例が可決されてしまった。
この施設は少子化の中、今でも年間16,000人もの利用が維持
され、毎年山城地域の中学駅伝開催の拠点となっており、か
けがえのない府民の社会教育施設です。府教委自身もこれま
でこの施設が果たしてきた役割を高く評価しているのに、廃
止するのは、子どもの教育の観点よりもまず財政最優先の乱
暴なやり方です。
　知事自身も議会で今後「府外からの合宿も誘致して府内各
地にその特性を生かしていきたい」と全く矛盾した答弁をし
ており、道理がありません。
　子どもたちのいじめや自殺など子どもを取り巻く深刻な事
態が全国で相次ぐ中、府として子どもたちのより豊かな発達
を保障する教育的視点に立つなら、南山城少年自然の家の廃
止は撤回すべきです。

子どもの社会教育施設廃止は
撤回すべき

西脇 いく子（京都市下京区）

　

福
島
県
で
は
、
原
発
か
ら
二
十
キ
ロ
圏

内
の
南
相
馬
市
小
高
地
区
（
今
年
四
月
か

ら「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」）を
訪
ね
、

そ
の
後
、福
島
市
内
で
党
福
島
県
議
団（
神

山
悦
子
団
長
、五
人
）
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

震
災
・
原
発
事
故
直
後
に
住
民
の
避
難

指
示
が
だ
さ
れ
た
小
高
区
で
は
党
南
相
馬

市
議
団
の
渡
部
寛
一
団
長
の
案
内
で
地
区

内
各
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
被
災
か
ら
一

年
半
も
立
つ
に
も
関
わ
ら
ず
倒
壊
し
た
家

屋
や
雑
草
が
伸
び
放
題
の
田
畑
に
自
動

車
、
船
舶
、
飲
料
水
の
自
販
機
な
ど
が
放

置
さ
れ
、
随
所
に
ガ
レ
キ
の
山
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
渡
部
氏
は
今
も
住
民
は
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
、
暮
ら
し
の
展
望
が
見

い
だ
せ
な
い
窮
状
を
語
り
、「
物
見
遊
山

で
も
い
い
か
ら
こ
の
現
状
を
見
に
来
て
ほ

し
い
。
そ
の
惨
状
を
多
く
の
人
に
知
ら
せ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

福
島
県
議
団
と
の
懇
談
で
は
、
同
議
員

団
が
被
災
者
支
援
、
放
射
能
除
染
、
損
害

賠
償
、
健
康
対
策
な
ど
、
被
災
住
民
の
要

地震で倒壊したまま放置されている家屋（南相馬市小高区）

福島原発から約10キロ地点を渡辺氏（右から2人目）の案内で視察

荒れた田の中に津波で流されたモーターボート

す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
手
法
︱
な
ど
を
指

摘
。

　

さ
ら
に
知
事
の
府
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
結
論
あ
り
き
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
責

任
回
避
の
手
法
で
高
校
制
度
改
革
、
国
保

一
元
化
、
府
立
与
謝
の
海
病
院
の
府
立
医

大
附
属
病
院
化
、
な
ど
を
推
進
し
て
い
る

と
厳
し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
山
田
府
政
に
対
し
、
府
民
か

ら
は
原
発
ゼ
ロ
、
消
費
税
増
税
反
対
、
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
反
対
な
ど
で
、
大
き
な

運
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

同
党
府
議
団
は
「
府
民
の
皆
さ
ん
と
共
同

の
輪
を
い
っ
そ
う
広
げ
、
府
政
転
換
に
む

け
全
力
を
あ
げ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

求
実
現
へ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
遅
れ
て
い
る

除
染
や
甲
状
腺
の
検
査
結
果
と
原
発
事
故

と
の
因
果
関
係
の
証
明
問
題
な
ど
の
課
題

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
京
都
に
避
難
し

て
い
る
被
災
者
の
検
査
体
制
の
充
実
に
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

福
島
市
内
で
は
、
福
島
、
東
北
の
国
交
労

連
役
員
と
も
懇
談
し
、
国
の
出
先
機
関
の

役
割
と
地
方
移
管
の
問
題
点
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
は
、
県
庁
を
訪
ね
、
全
壊
し

た
工
場
・
店
舗
の
事
業
者
向
け
補
助
制
度

と
岩
手
県
産
材
の
住
宅
再
建
制
度
に
つ
い

て
聞
き
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
森
林
林

業
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
て
い
る
住
田
町
を
訪
問
し
、
佐
々
木

春
一
党
町
議
の
案
内
で
木
工
団
地
、
木
造

町
営
住
宅
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
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日
本
共
産
党
　
　

京
都
府
会
議
員
団

　

九
月
定
例
議
会
が
十
月
五
日
閉
会
し
た
。
本
府
議
会

は
、
民
自
公
に
よ
る
政
治
の
暴
走
が
際
立
つ
中
、
原
発

ゼ
ロ
や
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
強
行
反
対
な
ど
、
国
民
的
な

運
動
の
広
が
り
の
中
で
開
か
れ
た
。
ま
た
、
八
月
に
京

都
府
南
部
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
も
問
わ
れ

た
。
ま
さ
に
、
日
本
の
進
路
や
自
治
体
の
在
り
方
が
問

わ
れ
た
議
会
と
な
っ
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
二
十
三
件
中
、
南
部
豪
雨
災
害
に

係
る
補
正
予
算
な
ど
災
害
関
係
二
件
に
つ
い
て
は
開
会

日
に
審
議
さ
れ
党
議
員
団
は
賛
成
し
た
。
議
員
団
は
、

南
部
豪
雨
災
害
発
生
後
直
ち
に
被
災
地
域
に
入
り
、
市

町
村
議
員
団
と
連
携
し
て
被
害
実
態
の
調
査
、
被
災
者

の
要
望
聞
き
取
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
取
り
組

み
、
二
度
に
わ
た
り
知
事
に
申
し
入
れ
、
各
委
員
会
や

本
会
議
で
施
策
の
具
体
化
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
地
域
や
床
上
浸
水
等
も
対
象

と
す
る
住
宅
再
建
へ
の
府
独
自
の
補
助
金
制
度
も
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
の
議
案
に
対
す
る
態
度
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
は
住
宅
耐
震
化
の
拡
充
や
通
学
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
事
業
費
が
含
ま
れ
る
た
め
賛
成
し
た
。し
か
し
、

予
算
に
含
ま
れ
る
植
物
園
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
出
店
す
る

た
め
の
事
業
費
（
八
千
万
円
）
に
つ
い
て
は
、
計
画
決

定
の
不
明
朗
さ
と
植
物
園
の
本
来
の
あ
り
方
か
ら
大
き

く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
反
対
し
た
。
さ
ら
に
、
国
保

の
広
域
化
を
進
め
る
国
民
健
康
保
険
法
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
、
府
下
に
二
つ
し
か
な
い
宿
泊
型
社
会
教
育
施

設
で
あ
り
、
存
続
の
要
望
が
強
い
南
山
城
少
年
自
然
の

家
を
廃
止
す
る
条
例
改
正
、
ず
さ
ん
な
工
事
費
の
見
積

も
り
で
あ
る
畑
川
ダ
ム
の
工
事
費
増
額
と
の
三
議
案
に

反
対
し
、人
事
案
件
も
含
む
他
の
案
件
に
は
賛
成
し
た
。

　

原
発
問
題
で
は
、
即
時
原
発
ゼ
ロ
、
大
飯
原
発
停
止

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
求
め
る
党
議
員
団
の
質

問
に
対
し
、
知
事
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
政
府
と
「
同

じ
立
場
」
今
夏
の
電
力
需
給
の
検
証
は
「
そ
の
機
運
に

は
な
い
と
判
断
」
と
述
べ
、
原
発
ゼ
ロ
に
向
け
た
府
民

の
願
い
に
背
を
向
け
た
。

　

い
っ
そ
う
深
刻
と
な
る
京
都
経
済
の
実
情
や
京
都
府

保
険
医
協
会
と
の
懇
談
を
踏
ま
え
、
消
費
税
増
税
と
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
に
つ
い
て
、
知
事
の
認
識
を

質
し
た
。
知
事
は
消
費
税
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

「
問
題
は
使
い
方
」
と
増
税
の
必
要
性
を
述
べ
た
上
で
、

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
具
体
化
、
社
会
保
障
構

造
改
革
を
い
っ
そ
う
進
め
る
立
場
を
述
べ
た
。

　

府
立
与
謝
の
海
病
院
の
法
人
化
・
附
属
病
院
化
に
つ

い
て
は
、
知
事
は
「
基
本
的
に
住
民
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
断
言
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。」
と
強
弁
し
、「
与
謝
の
海
病
院
単
独
で
は
二

重
投
資
」
と
地
元
の
住
民
や
医
療
関
係
者
の
切
実
な
声

や
府
の
医
療
責
任
に
背
を
向
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

京
都
市
・
乙
訓
地
域
の
高
校
教
育
制
度
の
改
正
に
つ

い
て
、
府
教
育
委
員
会
か
ら
本
議
会
に
単
独
選
抜
の
導

入
や
通
学
圏
を
一
つ
に
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。
教
育

長
は
「
受
験
競
争
の
激
化
や
不
本
意
入
学
の
増
加
に
は

つ
な
が
ら
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
懇
談
会
で
も
不
安
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
党
議
員
団
は
、
ど
の
公
立
高
校
に
進
学
し
て
も

進
路
を
切
り
開
く
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
、
希
望
す
れ
ば

地
元
の
高
校
に
通
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
重
要

で
、
そ
の
た
め
に
拙
速
な
結
論
を
出
さ
な
い
こ
と
、
当

事
者
や
生
徒
、
教
職
員
、
専
門
家
等
、
幅
広
い
府
民
的

な
論
議
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
以
下
「
九
月
議
会
を
終
え
て
」（
全
文
）
や
意
見
書
等

の
内
容
は　

府
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

「9月定例府議会を終えて」より


